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第1章 問題の所在と研究目的 

 

本研究は、日本国外で育つ子どもたちにとっての日本語教育の意義を明らかにし、子ど

ものための日本語教育を親が中心となってボランティアと共に創る「可能性」と、親とボ

ランティアが創るからこそある「意義」を明らかにするものである。それは子どものいる

世界のどのような地域でも、豊かな日本語教育が行い得ることを示すことである。 

本論文では日本国外で日本語を学習言語としない子どもたち、すなわち学校制度の中で

日本語で学んでいない子どもたちのための日本語教育を継承日本語教育と定義し、また日

本語を学習言語としていない日本をルーツに持つ子どもたちを継承日本語児と呼び、論を

進める。 

本章ではまず継承日本語教育が今何を課題としているか概観し、課題意識を集約した。

課題は大きく 2 つあった。それらは 1.「国際結婚・定住型」の子どもの増加による子ども

の多様化への対応、2. 多様化に対応するカリキュラムの作成、である。しかし、子どもの

多様化を問題にしながら言語習得状況の多様さしか問題にされてはおらず、関心は習得に

ある。カリキュラムに関しては多くの現場が日本国内の国語教育をモデルとしており、研

究者からは日本語教育の知見の導入が示唆されているが、それらは成人を対象としてきた

日本語教育がモデルであり、これもまた言語習得の能率化を目指すものである。日本国外

で育つ子どもにとって日本語教育はそもそも何を目指すのか、子どもの意義に沿った継承

日本語教育の根本的課題を問う議論が欠けている。それが現在の継承日本語教育の問題で

ある。 

そのため本論文ではまず本章において、継承日本語教育が子どもの 1.「何を」育成する

教育なのか、目的そのものを問い直すことを新たな課題として示した。そして新たに問い

直した継承日本語教育の目的を 2.「どう」育成するのか、継承日本語教育の内容と方法の

問い直しを二つ目の課題とした。 

まず第１の課題を明らかにするため、すでに成人したフランスで育ったケイジとタイで

育ったエリにインタビューした。二人の事例からわかったのは、継承日本語児が自分の所

属世界の中ではマイノリティーな存在で、心理的に孤立しやすい状況にあるということで

ある。この孤立感によって二人は肯定的自己認識がもてない。ケイジは 20 歳までフランス

で育ったがその間まったく自分に自信が持てずにいた。しかし、来日後自分を理解してく

れる友人との出会いよって自分を語る中で自分を捉え直し、自信が持てるようになった。
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それに対しエリは大学の日本語学科を優秀な成績で卒業しながら、22 歳の今日まで自分に

自信がもてずにいる。エリの語りからは周囲から押しつけられる、タイ人か日本人かとい

う固定されたアイデンティティから自由になれず、どちらかでなければならないがどちら

にもなれない自分、という自己認識に悩んでいる姿が浮かび上がった。 

日本国外で育つ継承日本語児は社会的にマイノリティーな存在である。そして複数の言

語、複数の文化背景という複雑な環境を生きる存在でもある。そのような子どもが自分を

自分自身で捉えることばを持たない限り、周囲に厳然と存在する固定化されたアイデンテ

ィティ観と自分の固有性との狭間に苦しむことになるだろう。年少者教育でもある継承日

本語教育が子どもの全人的成長を支え、生きる力になるためには、子どもが自分自身を捉

えることばと、そういう自分が人と関わっていくことばの力を育成することが必要なので

ある。日本語教育の意義は親のことばと文化を継承するためではなく、親のことばである

日本語を日本人でもある自分を語ることばにしていく経験であり、その経験によって社会

的マイノリティーな位置を早い時期から肯定的に捉え、主体的にアイデンティティを形成

していくためのものである。これが筆者の考える継承日本語教育の目的である。 

第 2 の課題は、第 1 の課題の実践化の課題である。第 1 の課題で示した関係性構築のた

めのことばの力の育成には、他者との関わりの中で子どもが主体的に関われる体験が必要

である。川上（2007）は、そもそもことばによる行為は一人では完結しないものであり、

子どもの日本語教育の現場では「『意味ある文脈』における『他者』とのやりとりの中でこ

とばの力を育成する」（pp.102）ことが重要と述べ、他者と意味あるやり取りを起こすこと

が教育の現場で最も重要であるという。アイデンティティの形成を目的とする継承日本語

教育の場合特に「他者」とのやりとりを重視しなければならないだろう。なぜならケイジ

の事例のように、自分を語ることばは他者とのやりとりの中からしか生まれてこないから

である。つまり、子どものことばの学習は、子どもの学びに注目し、子どもの興味・関心

のある内容を体験的に学ぶものとなり、その体験のプロセスは子ども同士や周囲の大人と

いった他者とのやり取りによって進められ、関係性の中で体験を共有しながら育成してい

くものとなろう。ではこのように子どもの学びに注目した内容をもつカリキュラムとはど

のようなものになるのだろうか。 

多様な背景をもつ多様な子どもたちのための体験的な教育経験は、固定化されている従

来のカリキュラムでは対応できないと考える。カリキュラムが多様な子どもにとっての意

義を反映するものであるためには、まず子どもの何をどのように育成するか、その「理念
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の追求」（池上 2004）が必要である。そして共通の理念に立ち、子どもにとって必要なこと

ばの力を育てるカリキュラムは、従来の固定的なカリキュラムではなく、子どもの多様性

に対応し、教師と子どもとの体験的な経験によって創られる動態的なものになるはずであ

る。 

以上、継承日本語教育が課題としている 2 つの課題に対する筆者の新たな課題意識を述

べた。しかし、日本国外の継承日本語教育にはもう一つ課題があると考える。それが第 3

の課題「教育の場の創出」である。今日本国外に暮らす日本をルーツに持つ子どもの約 70％

が日本語教育を受けていない。子どもにとって必要な日本語教育の機会を拡大するために

は、親が中心となって継承日本語教室作ることが実際的であると考える。そのためには教

室自体を資源的に捉える必要がある。継承日本語教室は「ないないづくしの継承日本語教

育」（佐々木 2003）というように負の要因で語られている。しかし、そうなのか。実は継承

日本語教室は人的資源、時間的資源の豊さにおいて日本語教育現場の中では特記すべ場な

のである。関わる親も子どももその多様な質と数において資源的である。また多様な背景、

経験を持つ日本国外に住む全ての日本人も人的資源として取り込むことが可能なのである。

そして卒業年の決まっていない継承日本語教室はいつまでに何をと期限を限られることの

ない時間的資源を有する場でもある。これら、自らが持つ資源を生かすことによってこそ、

豊かな継承日本語教室の創出が可能になると考える。 

 

第2章 子どもと親とボランティアが創る継承日本語教室の「場」とその「意義」－バンコ

ク『バイリンガルの子どものための日本語教室』の実践を通じて－ 

 

子どもたちの多様化が問題になっているが、実はその多様さの中身は明らかにされてお

らず、「国際結婚・定住型」と一括りにされている。また継承日本語教室の運営主体であ

る親やボランティアの姿や思いも明らかにされては来なかった。本章では筆者の実践の場

であるタイの「バイリンガルの子どものための日本語教室」（以下「BKK バイリンガル教

室」）の子ども・親・ボランティアの実態を明らかにし、それぞれにとっての教室の意義

も明らかにした。この教室は外部から教師を雇わず親が中心となりボランティアと共に教

師を務めている。筆者は 2002 年からこの教室にアドバイザーとして関わっている。 

 本章ではこの教室の 4 人の子どもを取り上げ、その子どもの親の語りと教室での子ども

の活動と変化の記録から子どもの多様な姿を示した。そこでわかったことは子どもの言語
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環境も言語能力も動態的であるということである。子どもの住環境の変化、学習環境の変

化、また親や子どもの意識の変化によっても子どもの言語使用状況は変化する。本章では

継承日本語教室への参加を機に家庭内で日本語が使用されるようになった例、第一言語が

日本語から英語そしてタイ語に変化した例、また第一言語がタイ語になっても日本語が最

も自分らしい言語だと子ども自身が感じている例など、継承日本語児を言語使用状況や言

語能力で単純にカテゴライズできないことを示した。さらに継承日本語教育では子どもに

日本語学習の意義が見い出しにくい（佐々木 2003 湯川 2006）と言われているが、本章に

登場した S 君も N 君も親に教室をやめようといわれて拒否している。本章の 4 人の子ども

を見る限り、子どもは子どもの意義を見出し、意義を見出したところから教室以外の様々

な場所や場面で学びを起こしている。 

ところで、継承日本語教室は親の意義に沿ったものとされながら、親の意義についても

実は語られては来なかった。本章では 10 人の親へのインタビューをもとに、「BKK バイ

リンガル教室」に子どもを通わせている親であり、教師でもあった F さんの語りを中心に、

親にとっての継承日本語教室の意義を明らかにした。 

親にとっても教室は出会いの場として意義があった。そして F さんの語りからは教室が

親である自分も学び、成長する「場」として捉えられていたことがわかる。それは親が教

師として主体的に教室に関わってきたからこその意義といえよう。  

ボランティアには 3 名にインタビューした。それぞれ参加のきっかけは異なるが、共通

の喜びは子どもの変化だった。そして教室で頑張る親への敬意と共感、教師仲間によって

気付かされた視点の違い、それらは子どもの変化とともに大きな喜びとなっている。夫の

仕事でタイに在留している人にとっては、タイにおける唯一の自己発信の場として意義が

あった。また現職日本語教師である人にとっては、新たな教育の視野を拓く場となってい

る。岡崎（2008）は「日本語ボランティアは日本語を教えるという技術に成熟することに

自己実現と自己成長を見出している」と述べているが、「BKK バイリンガル教室」のボラ

ンティアはむしろ教えるという立場の解体の中に意義を見出し、ともに成長する「場」の

創造に自己発信の意義を見出しているように見える。日本の日本語ボランティアとの大き

な違いは、子も親もボランティアも、タイという国において共に社会的マイノリティーな

存在であるという共通の立場に立っていることであろう。この共通基盤によって支援は親

とボランティア相互に感じとられており、支援する側、受ける側という構造にはなってい

ない。 
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また親が教師をやることは教師を雇えない代替えではない。親が教師をやることによっ

て教室は子どもと親が経験を共有する「場」になっている。子どもたちは親が教師をやる

ことを誇らしく思い、教室は行かされる場ではなく、親と共に通う場なのである。F さんが

「私も多くのことを学びました」と語るように親もまた学ぶ「場」なのである。だからこ

そ、子どもは自分で自分の関わりの意義を見出しているのである。 

 

第3章 バンコク「バイリンガルの子どものための日本語教室」実践－2008 年度 

 

第 1 章で示した課題を「BKK バイリンガル教室」で実践化した。まず教室の目標を新た

に捉えなおし「親との絆を深め、同じ背景を持つ子どもたちと共通言語である日本語での

活動を通じ理解を深める。異なりや、混淆性への早い時期からの気付きによって、自分に

ついて考え、社会との関係を切り開いて行ける力を養う」とした。そして教室のあり方を

資源的に捉え、子ども同士の異なりを生かした学習活動にし、子ども同士の関わりや周囲に

いる大人を教室活動資源として捉え教室の活動に活かした活動を目指した。具体的なクラス

学習活動は①テーマ型学習②協働的活動③自立的活動となるようデザインされた。 

この 2008 年度実践はどのような結果をもたらしたのだろうか。まず子どもたちに大きな

変化があった。テーマ型学習にし、自己発信する中で達成感が生まれ、協働を意識したグル

ープ活動では子どもの間に対話が起こり、様々な形の子ども間の支援が起こった。また自立

活動として実践した行事の役割分担では自己効力感が育ち、子どもたちは主体的に活動に参

加するようになった。さらに教室での使用言語を日本語だけと限定せず、子ども自身に選択

させる活動によって、子ども同士の対話が活発化し、自分の言語使用を主体的に捉えるよう

になった。 

この子どもたちの変化は教師たちに大きな変化をもたらした。これまで教師たちは「自分

たちのやりやすさ」をまず先に考えていた。しかし、将来の子ども像を描き共有したところ

から「子どもは楽しいか」「わかっているのか」と、教師たちの関心は子どもに移ったので

ある。そして子どもに焦点を当ててからの実践による子どもの変化は、教師の予測を超えた

ものだった。この実践の経過の中で教師は自分達の教育経験を内省し、教育観の変化が起き

た。この変化は教室の構造的変化をももたらした。日本語だけで活動ができない子どものた

めにあったクラスが解体され、他のクラスに吸収されていったのである。教室の構造変化を

もたらした教師の教育観の変化は M 教師の「子どもの能力差は確かにあるが、実は私たち
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のやり方によってそれが埋められる場合が多かったんじゃないか。本当はこの子たちもやれ

ばできるのにやらせてこなかったのは私達」という語りに明確に表われている。 

またテーマ学習という新たな課題を前に教師たちは戸惑うが、新たな課題に向かうために

教師たちは話し合いの必要に迫られそこに「対話」が生まれた。そして、それまで「自分の

パートしか考えていなかった」状況から、学習の流れと意味を「対話」によって共有するよ

うになり教師の協働が形成された。その過程で「今のほうが絶対楽しい」と教師自身お互い

の関わりの深まりによる楽しさが実感され、その自分の経験から子どもの「子どもだって仲

良くなったほうが絶対楽しいはず」と子どもの関係性を捉える視点も生まれたのである。 

さらに教室にある人的資源の活用として、教師以外の親に子どもの宿題にコメントを書い

てもらう活動を取り入れた。この活動で教師ではない親も学習活動を支える存在になり、

「BKK バイリンガル教室」は全ての親が子どもの学習活動を支える存在になった。 

この 2008 年度実践をカリキュラムの観点でみると、教師たちは子どもの学習経験を自分

の経験として内省し、そこから新たな学習活動が生成されている。つまり[子どもの学習経

験]は[教師の教育経験]となり、その内省から[新たな教育経験が生成される]カリキュラムの

生成サイクルが生まれていると言ってよい。これは従来の定型化された学習計画に子どもた

ちをはめ込むカリキュラムではなく、子どもの学習経験からあらたな教育計画を生み出す動

態的なカリキュラムである。またこの教育経験の生成に全ての親が関わるのが「BKK バイ

リンガル教室」2008 年度実践で起こった本教室のカリキュラムの特徴である。 

 

第4章 継承日本語教育が目指すべきものは何か 

 

実践を経て、改めて継承日本語教育が目指すべきものは何か考察した。何より重要なの

は継承日本語教育が子どもの発達の観点にたった「全人的発達」（石井 2006）を支えるも

のでなければならないということである。｢BKK バイリンガル教室｣では「自己のアイデン

ティティを主体的に構築し、社会との関係を築いていける力を持つ」子ども像を描いたと

ころから新たな実践が起こった。継承日本語教室が子どもの成長を支える日本語教育にな

るためには将来の子ども像を描くことが必要であり、どのような子ども像を描くかが共有

されなければならない。それが継承日本語教室の教育理念になり、カリキュラムの核にな

るのである。ではこの子ども像と日本語能力はどのような関係にあるのか。 

子どものアイデンティティは言語能力と単純には結び付かないことをタイで育った国際
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結婚児であるエリとミキの例で示した。大切なのは複雑な子どもの内面を支える共生感と

子どもに自己効力感を育てることである。そのために多様な人々と多様な経験を日本語で

体験し、達成感を積み上げていかなければならない。ではそのように子ども像を捉えた日

本語指導は具体的にどのように展開すればいいのだろうか。それを「BKK バイリンガル教

室」2008 年度実践から考察した。 

川上（2006）は JSL の子どもの日本語教育の指導の観点として「文脈化」「個別化」「統

合化」の３つの観点を挙げている。この観点は JSL の子どもに限らず、日本語を学ぶ子ど

もたち全てにとって必要な指導観点である。しかし非職業教師集団である継承日本語教室

の教師たちにとってこれら 3 つの観点を最初から実践しようと考えることは難しい。だが

「BKK バイリンガル教室」2008 年度実践から言えるのは、子どもにとって意味ある学習

の「文脈化」が生まれた時、そこには「個別化」も「統合化」も起こるという事実である。

つまり、学習の「文脈化」を考えると、それが子ども一人ひとりの意義を考える「個別化」

の視点が生まれ、さらに子ども一人ひとりに教師の関心が行き渡ることで「統合化」が起

こるようになるのである。 

また親が中心になって教室を創る意義は実践を経た今、次の 3 点が明らかになった。そ

れは、1. 家と教室の日本語経験を繋げる意義 2. 子どもの成長を長期的に見ることがで

きる意義 3. 複数の視点で子どもの成長を捉える視点がある意義、この 3 点である。 

このように親とボランティアが継承日本語教室を創ることは可能であり、その意義も明

確になった。しかし何より、親とボランティアが子どもと共に教室を創ることは、時間を

かけその中で子どもと共に自らが成長し、お互いを成長させるということなのである。親

もボランティアも、日本語を巡る共通の経験の中で、日本国外で生きる自分を捉え直して

行くことができる。 

このように継承日本語教室は、そこに関わる者全ての者にとって意義を見出し、新たな

経験を生成させることができるのである。そうあり続けるかぎり、継承日本語教室は制度

的に硬直することなく、子どもたちの多様な変化に対応し、関わる者全ての変化を反映さ

せて、将来の中に子どもの「今」を位置づける「集団」としてあり続けることができるの

である。そこに親とボランティアが教室を創る最も大きな「意義」があり、親とボランテ

ィアが豊かな継承日本語教育の現場を創出するこれからの「可能性」があるのである。 
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